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加してし時こが， 1986年現在，「ブリガーダ形態」は工業労働者の約70% を網羅してし142L いわ
れている。
例えば，グドスコフ (A. rY，llCKOB) 達は機械製作企業におけるブリガーダ形態の発達を 3 つの段階に分
131 
けている。それによると， 1969~78年が第 1 段階であり，この段階にはブリガーダ形態が先進的な若干の
職場，職区l乙導入された。 1979~82年は量的拡大の時期であり，ブリガーダ形態が大衆的に導入された。
(1) CM. ,<< BonpocbI 9KOHOMHK恥， 1980, No 1, CTp. 60. 
(2) CM. ， αCOUHa~HCTHCTH4eCKHH TPY，ll内 1986 ， No 8, CTp. 90. 
(3) A. ry且CKOB H ,llpy., E,llHHbIH Hap5l,ll H X0351HCTBeHHbH paC4eT, TexHiKa, 1985, CTp. 5. 
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(4) 詳細な分類については， (<COll. TPYll>) , 1980, M 2, CTp. 40~41 および A. r刊CKOB H llPY., YKa3. CO'l., CTp. 
9~10 を参照のこと。
(5) 必onpOCbI 9KOHOMHK刷 1980 ， M 1, CTp. 62. 
(6)αCOll. TPYll川 1980， M 2, CTp. 44 
(7) Iブリガーダという言葉は，もともと一定規模の兵士集団をいみする軍隊用語であるが，ソ連では工場や建
設現場で共同作業l乙従事する労働者集団・労働組織の最下級単位としての作業班の代名詞として古くから使わ
れてきたQJ (大津定美解説・訳「ソ連・労働組織と労働刺戟化のブリガーダ形態ー『模範規定』と『勧告~J , 
〈龍谷大学経済経営論集}，第23巻第 4 号， 147ページ)。
(8) CM., Hay可HaH opraHK3allHH TPY且a B npOMbI山.JIeHHOCTH ， 3KoHoMHKa, 1986, CTp. 99. 




























(10) E. X向山田， npHra.la KaK ゆopMa COl¥HaJIHCTWleCKOH opraHH3al¥HH TPY.ll.a, ((3KOHOMH'1H巴CKHe HaYKH市 1985 ， M7 , 
CTp. 55. 
(1) CM., TaM lK e, CTp. 55-56. 具体的には，拡大総合・一貫ブリガーダが「新しいタイプ」のブリガーダとし
て位置づけられている (HaYl.lHa51 opraHH3al¥H5I TPY.la B npOMblllllleHHOCTH, CTp. 99. ) 
(12) E. 日間叩四KO， npHra.lbl HOBOTO THna: 叩06反Mbl H nOHCKH, ((COl¥. Tp阿川 1985 ， M 5, CTp. 72. 








































(14) TpY11oBoe npaBO 1 nOBblwelllle Ka可eCTBa TPY 11a, HaYKa, 1987, CTp. 108. 
(15) CM., E. Xpll!ueB, YKa3. CO可.， CTp. 54. 
(16) HaYlJHaH opraHII3aUIIH TpY11a B npOMb山J1eHHOCTII， CTp. 96. また Á. 且aJl611Hb ， B. He四Op， nonIlTIIKo-3KOHOMIIｭ
可eCKlle acneKTbl 6pllra且HOH opraHII3aUIIII TPY 11a, (<3KOHOMII嶋田lIe HayKII内 1980， N_06, CTp. 71 -72. 























(出典) COBep凹eHCTpOBaHl1e n~aHl1pOBaH聞 COUl1aObHOro pa3BI1TOrO 
叩0113BOλCTBeHMbIX KO~~eKTMBOB， CTp.54-55. 
会経済問題研究所とレニングラード金融経済大学の研究によって，表 2-1 のような(ブリガ
ーダの発達水準を特徴づける)ブリガーダ労働組織の諸要素が公表されている。乙の表は，第
l レベルのクゃループが「形式的な」ブリガーダであること，第 5 レベルのグループが「最も発
達した」ブリガーダである乙と，を示している。
ブリガーダ
班請負は元々 1970年l乙建設業で社会主義労働英雄エヌ・ズローピン (H. 3JI06HH) のイニシアティブで
(1回
生まれその後その他の部門にも普及したものであり，ズローピン方式として有名であった。そしてこの







計画市さ山業量| I~フリガーダと管理部の)双| 企業内計画化の改善 •| 
遂行期間の短縮 務契約の締結。乙れは，ホズ









|義務(その物的責任) ，を前提 I I ノルマや労働・原料・エ
とする。 ネルギ、一・その他の物的
支出ノルマチーフの決定





(出典) A. K. ry llCKOB H 且py.， EllHHbIH HapHll H 
X03冗HCTBeHHbI前 paClJeT， TexHHKa, 1985, CTp. 14. 
ブリガーダ請負はブリガーダ・レベルの独立採算制形態で、ある。だが，ブリガーダ請負は，ブ





(19) H. ITawYTa, r. KYJIHKOB, KOJIJIeKTHBHble ゆOpMbl opraHH3aUHH TpY.lla, ITOJIHTH3.laT yKpaHHbl, 1983, CTp. 70. 
側 <<COU. TPYが， 1984, .M 6, CTp. 18. 























聞 このように集団的労働形態の重要な発達方向がブリガーダ独立採質制であるが， 1984年 6 月の資料では，ソ
連邦工業でブリガーダに連合した労働者の12.7%が独立採算制原則にもとづいて働いているにすぎない。 (CM. ，
<<Cou. TPY.ll>), 1984, M 6 , CTp. 18.) またダルピニ(A.6. 且aJI6HHb) も， 1982年だが，ブリガーダ請負が工業企業
において比較的小規模に普及しているにすぎず，その導入が形式的なものにとどまっている乙とを指摘してい
る。 (A. 且aJI611Hb ， KOJIJIeKTIIBHbIH TPY且 B CIlCTeMe npOll3BO且CTBeHHbIX OTHoweHIIH COUllaJIII3Ma, 311HaTHe, 1982, CTp. 
141. )トロシン(A. TpOWIIH) は，ブリガーダ請負の普及を妨げている基本的は原因として，資金とノルマの不
一致，生産計画と資料供給計画の不一致，設備が間にあわない乙となどを指摘している。 (CM. ， A. Tpo山IIH ，
6pllra.la 1 MexaHII3M X0351I1CTBOBaHII5I, COBeTCKa51 POCCII5I, 1981 , CTp. 127 ~128.) 
間;) r ブリガーダ労働組織形態導入の主要な目的は，個々の勤労者が真に主人公としての態度と(それを基礎と
した)労働生産性および生産効率の本質的向上の可能性を実現するための経済的条件をつくりだすこと，であ
る叫 (YI. K IIpTOBCKIIH 11 且Py. ， COBepweHcTBoBaHHe opraHH3aUHH TPY.lla, CTp. 139.) 
(24) CM.，口 O.llJIHHHbI詰 X0351HH npOH3BO.llCTBa, n poφH3.llaT， 1982 , CTp. 113.) 
回.) B. MaKeeB, COBepweHcTBoBaHHe opraHH3aUUH, HOpMHpOBaHH5I H CTHMYJIHpOBaHII5I TPÝ且a，口POq，H3且aT， 1983,cTp. 31. 
側 これは1984年 3 月 30 日付で決定された「生産ブリガーダ，ブリガーダ評議会，ブリガーダ長，ブリガーダ長



























(CM.，凡 KYHe.JIbCKI1H ， 3apa60THaH n.JIaTa 1 CTI1MY.JIl1pOBaHl1e TPY lla, 3KOHOMI1Ka, 1981 , CTp. 191.) 
側 ある資料I乙よれば，ブリガーダ長は自分の労働時間の60%を労働者としての活動にあて，約40%を組織者と
して活動している。 (CM・， (<Cou. TPY1l>>, 1984, .M 2, CTp. 40.) 
四)日01l.JII1HHbIH X03HI1H np0I13BOllCTBa, CTp. 114. また，ダルヒーニもブリガーダ長の立場の特殊性を指摘している。
(A. 且剖611Hb， YKa3. CO'l., CTp. 152.) シクルコーは，ブリガーダ長が任命され労働者としての職能から完全に解
放されると，彼は労働者の上位にたち，経営側l乙転化する。と述べる。 (C. 凹KYPKO ， HOBble ゆOpMbl 6pl1rallHOH 
OpraHI13aUl11 1 CTI1MY.JIl1pOBaI1H TPYlla， αBonpocbl 3KOHOMI1KI1)), 1980, .M 10, CTp. 36. ) 
(30) CM., r. CKYPI1H, H. BO.JIKoBa, OP0l13BOlll1T印bHOCTb TPY lla, CTI1MY品1， OTBeTCTBeHHOCTb, 3KOHOMI1Ka, 1984, CTp. 
35. 
(31) í職長がブリガ、ーダの構成員である場合には，彼lζブワガーダの指導がまかせられる叫 (HaY'IHaH OpraHI13a • 
UI1H TPY la B npOMbllll.JIeHHOCTI1, CTp. 101.) 

































。3) (< C Ol.(l10JIOrll'leCKlle IICCJIe，llOBaHIIH川 1985 ， M 3, CTp. 84. 
(34) 一般に10人以上のブリガーダでは，ブリガーダ長を議長として，ブリガーダ評議会が選出されている。
(35) B. M aKeeB, Y Ka3. CO可.， CTp. 58. 
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510JIJIeTeHb rOCKOMTpy.n:a CCCP, M 7, 1984 K転載されている『標準規定Jj，を参照の乙とJ



















(出典) A. Ky且CKOB H 却Y.， YK田. CO'l., CTp. 16. 
(36) CM., 00且JIHHHblll X03HHH npOH3自O且CTB8， crp. 117. 
(37) H. 081l1YT8, r. KYJIHKOB, YK83. CO可.， crp. 100. 
(38) COl-lHaJIH3M H rpy且.， 00JIHTH31l8T, 1985, CTp. 182. 
(39) CM., H. 081l1yT8, r. KYJIHKOB, YK83. CO'l., crp.l01. 
企業組合法によって
























性1) CM., B. MaKeeB, YKa3. CO可.， CTp. 59. 
仰 た t:， ブリガーダ総会とブリガーダ長評議会の関係が不明である。
(43) これ以外にも，集団賃金を集団メンバ一間に等分l乙 (nopOBHY) 配分する万式が考えられる。ただし乙のため
l乙は，ブリガーダのすべてのメンバーの労働の強度・複雑さ・そしてその労働がおこなわれる条件が等しいこ
とが必要であろう。だがこのようなメンバーをそろえてブリガ"ーダを編成することは事実上不可能であり，先
述の条件を欠いたなかで賃金を等分に配分することは労働に応じた分配の法則l乙反する。 (CM. ，A. KorYT, :3紳­
eKTI1凹OCTb npOMbl山』凹Horo np0I13BOllCTBa, HaYKa, 1983 , crp. 159~160. ) 
(4) H. nawYTa, r. Ky.nI1KOB, YKa3. CO可.， CTp. 137. rたとえ乙の方式 (KTYを利用した分配方式の乙と一宮坂)
1 がいまだ‘支配的にはなっていない(約τのブリガーダで利用されている)とはし、ぇ，それはすべての企業にお
いである程度適用されている叫 (MaTepl1a.nbHoe CTI1M 刊I1pOB制限 KOHe可HblX pe3y.nbTaToB np0I13BOllCTBa, :3KoHOMI1Ka, 
1983, CTp. 104.) かつてはKTYを利用してブリガーダ・メンバー聞に賃金を配分することが果して合目的的
なのか?という問題をめぐって論争があったが，今日ではもう論じられていな L 、。 (CM. ， COBep山eHCTBOBaHl1e















1.それぞれの等級の時間賃率と実労働時聞を乗じて，労働者の賃率賃金を決定する (3 X 
4 )。その値を 6 I乙記入。乙の合計額がブリガーダの賃率賃金である。
2. 統一指図書にもとづく出来高賃総額から賃率賃金を減ずることによって，ブリガーダの
出来高副収入を決定する。 1285.74--985.74==300
3. KTYI乙実労働時聞を掛けて，ブリガーダ労働者の時間係数をもとめ，それを 7 1乙記入
4. 出来高副収入を分配するために，単位時間係数の値をもとめる。 300~1752.095==0.1712
5. 上述の単位時間係数 (0.1712) をそれぞれの労働者の時間係数に掛けて労働者の出来高
収入をもとめ，それを 81乙記入する。
6. 当座プレミアムの配分のために単位時間係数を計算する。 514.30~1752.095==0.2935




9. 上述の単位時間係数 (0.08867) をそれぞれの労働者の時間係数に掛けて，個々の労働
者のプレミアム額をもとめ， 10に記入する。










氏 (時 実 参 7P 賃 時 ル出 ()レーブ、ル) 7P 賃
fLE 語 ( 働労 加 l 率 間 レ当 アッスホ l 金ムト フ総)時間 時間 係 フ賃 係 ミ座 -フ名 数 ル金 数 プス ル額ア レチ
ムプ ミヨ
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 
1 アンチポフ 53.9 177 1. 035 95.40 183.195 31.36 53.77 16.25 196.78 
2 アン卜ノフ 53.9 177 O. 714 95.40 126.378 21.64 37.10 11.21 165.35 
3 ノ〈ラノフ 59.6 177 1. 03 105.49 182.31 31.21 53.51 16.17 206.38 
4 ヴオロビエフ 59.6 177 1. 452 105.49 257.00 44.00 75.43 22.79 247.71 
5 ヴオロニン 53.9 169 0.74 91.09 125.06 21.41 36.74 11.09 160.33 
6 グリゴリエフ 53.9 169 1. 21 91.09 204.49 35.01 60.02 18.13 204.25 
7 グリシン 59.6 177 1. 07 105.49 189.39 32.43 55.59 16.79 210.30 
8 ドンツオフ 59.6 177 0.94 105.49 166.38 28.49 48.83 14.75 197.56 
9 イワノフ 53.9 177 0.93 95.40 164.61 28.19 48.32 14.59 186.51 
10 ペトロフ 53.9 177 0.886 95.40 153.282 26.25 44.49 13.59 180.23 
1574 10.0 985.74 1752.095 300.00 514.30 155.36 1955.40 
(出典) A. K. ry llCKBB H 且py.， EllHHbIH HapHll H X03HHcTBeHHbIH paClJeT, TexHiKa, 












(45) H. na山yTa， r. Ky.nHKOB, YKa3. CO可.， CTp. 137. 
(46) C M., C OBeplll eHCTBOBaHHe OTHO山四Hìí pacnpe且e.neHH5I， CTp. 161 ~ 162. 
(4わ CM. ， H. nawyTa, r. Ky.nHKOB, YKa3. CO可.， CTp. 137. 



















例である。かくして， KTYは，毎日それぞれのメンバーの労働貢献が評価され，その 1 ヵ月の
平均によって，決定される。このKTYの値は O から 2 までの範国で移動するが，現実には，
O.7~1.5の範囲におさまっている。
表 2 -2 KTY引上げ・引下げ要因
KTY引上げ要因 KTY KTY引下げ要因 KTY ヨ|上げ値 引下げ値
1.兼職 O.1~O.3 1.ブリガーダ長の指令の o .1~O.5 
無視
2. (優秀な修理に示される) O.1~O.2 2. まずい修理，安全技術 O.1~O.2 
高い技量 原則違反




削)凡 KYHeJlbCKI1H ， 3apa6oTHall nJlaTa 1 CTI1My J1l1pOaHl1e Tpy Jla, 3KOHOMI1Ka, 1981, CTp. 196. ただし，乙の基礎 KTY
の計算にもいくつかの万式があり，その改善をめざして経験が積み重ねられている。 (CM. ， <,Cou. TPYJl川 1986 ，
M 6, CTp. 63.) 
(50) H. nallfTa, r. KYJlI1KOB, YKa3. COlJ., CTp. 138. 
(51) CM., <<Cou・ TPYJl>)， 1981, M 7, CTp. 52. 




























(53) Ci.1 Tpy 1I.OBOe npaBO 1 nOBbI四Hlle 岡町CTBa TpY1l.a, CTp. 108. 乙のような評価は最初に述べた (15ページ)ょう
にブリガーダ l乙連合した労働者が70% を越えたためであろう。例えば，個人的形態からブリガーター形態への
移行は 3 段階を経る。 20~30%の労働者がブリガーダに参加している(すなわち，いまだ個人的労働組織が
支配的な)時期が初期段階であり，過渡段階にはその数字が40~60% となる。 70~80%の労働者がブリガー
ダの一員として働くようになると完了段階にはいる， (CM. ， (<COL¥. Tpy1l.川 1981 ， M 7, CTp. 99.) といわれている
(54) r集団主義 乙れはブルジョア的個人主義に根本的に対立する。(COL\lIaJIIICT附eCKllìí o6p由来日3HII ， DOJIIITII司
311.aT, 1986, CTp. 122.) 
(5) マル・エン全集(露版)， 23巻， 397ページ。
(56) マル・エン全集(露版)， 20巻， 489ページ。
(5わ CM. ， COBep山eHCTBOBaHlle nJIaHllpOBaHIIH COL¥lIaJIbHoro pa3BIITIIH npOll3B01l.CTBeHHbIX KOJIJIeKTIIBOB, cTp.40. 
































スチョネンコ (8. C凋CTeHeHKO) によれば，「社会主義の基本的な生産関係およびそれから派生
したすべての生産諸関係は集団性の関係を通してその本質をあかるみにだすことになる。社会
(59) K. 日J1aTOHOB， r. rOJly6eB, nCI1XOJlOrH5I, BblClllaH山KOJla ， 1977, CTp. 46. 



























(61) CM., Ko.nJleKTIIBHoCTb一一OCHOBa COL(. npOIl3BOllCTBa, MbICJlb, 1968, CTp. 48. 
(62) 1. KY3bMIIHOB, O'-lepKII nOJl IITII可eCKOH 3KOHOMIIKII COL(lIaJlIl3Ma, MbICJlb, 1970, CTp. 171. 





人間である。〈コレクチビス卜〉とは，集団において労働の喜ぴを味わい，強制的ではなしP:((<He 3a CTpax ,>> 




当然なこととされている。 (A. KOBa.neB, KOJl.neKTHB 1 COL(lIa品HO・nCIIXOJlor附eCKlle np06J1eMbl pyKoBOllCTBa, nOJlI-































化している叫(COUHa~HCTH4eCKHH Tpy且OBOH Ko~~eKTHB. BalKHbIH <þaKT叩争OpMHpOBaHH5I HOBOro 4e~OBeKa， BHlua 山Ko~a，
1984, CTp.113.) 
(65) 口01lAHHHbIH X0351HH npOH3BOllCTBa, CTp. 111. 
側 「生産における自主管理の発生はなによりもまず集団労働ブリガーダの出現と結びついている。……生産自
主管理の進展はそ乙からはじまった叫 (φOpMbI H MeTOllbI COUHa~HCTH可eCKoro X0351HcTBOBaHH5I, 3KoHoMHKa, 1987, 
















(評議会)の意見が考慮される叫 (2. 2) r ブリガーダ集団(評議会)は……新しい働き手の
















備わ CM., Tpy且080e npa80 H n08blweHHe Ka可eCT8a Tpy且a， CTp. 112. 
1.68) TaM )f{ e, CTp. 113 ~ 114. 



















労働参加係数 (KTY) の導入も，上からの一方的 (allM即日CTpaTHBHbIH MeTOll) ではなく，ブリ
ガーダの同意のもとで，おこなわれている。具体的には，誰がどのようにしてKTYを決定して






あげている。十分な組織能力 (57.0%) ，人々に対する配慮 (49.2%) ，礼儀正しく節度をわきまえている乙
と (48.5%) ，集団の規律を維持できる乙と (47.2%) ，技能が高い乙と (45.8%) ，道徳的にすぐれている




。2) リフシーツが「対等決定J (napHTeTHoe pew凹He) と規定している。 (CM. ， TPY1l0BOe 叩aBO H nOBblweHHe K剖・
eCTBa Tpy且a， CTp. 120.) 
。3) TaM )I(e. 
。4) TaM )I( e. また，シクルコー (C. 凹KYPKO) は， 1984年の論文にて，ブリガ、ーダ長は，上からの任命ではなく，
選出されるべきだ，と論じている。彼によれば，それはブリガーダの利益を保障する手段である。 (C. 凹KY­
pKO, HOBble ゆOpMbI 6pHrallHO? opraHH3aUHH H CTHMy.nHpOBaHHH TpYlla, (<BonpocbI 9KOHOMHKH>>, 1980, No 10, crp. 
35~36.) 



























「上から J (会計係から)おろされる，ブリガーダの事例，も報告されている。 (CM. ， αCou. TPY)l>), 1985, 
.M 5, CTp. 74. .) 






0.2ではなく， 0.2551 き下げるべきだ，と主張するのか/企業心あお、は同僚への援助に対してKTYを0.25 ，
0.3あるいは0 .4引きあげる，と述べる乙とは困難なのだ。集団そのものが乙れを決定できるのでありそうしな
ければならないのだω((<Cou. TPY)l>), 1985, .M5, cTP. 74.) 













工業労働者は全体の 35% (0. 7XO. 5) である。ブリガーダは共産主義生産関係発生への転機で
あるといわれるなかで，乙の数字はなにを意味しているのか。
(80) TaM lK e, CTp. 142. 
(81) Iブリガーダ評議会はブリガーダ自主管理の実現において重要な役割を果たす叫 (COBeTCKI1H pa6側1H ynpaB-
~HeT np0I13BO~CTBOM， I1po仰3~aT， 1984, C叩・ 134.)
(82) Iブリガーダ評議会はいまのところすべての第一次労働集団において存在しているわけではない。例えば，
1 .~ ~ 1984年には，レニングランドの工業では，それがすべてのブリガーダのーに設置されていた叫(口O~I1THKO・ 3KO-
3 
HOMHlJeCKHe BonpOCbl pyKOBo~cTBa X03HHCTBOM, CTp. 170.) 
(83) Iブリガーダ労働組織は…..共産主義生産関係発生における真に(五官で)知覚できる転機である。乙れは
社会主義の成熟度の基準である叫 (COl\・ Tpy~OBO品 Ko~~eKTHB. BalK Hbl白帆KTOpφOpMl1pOBaHHH HOBoro 明~OBeKa， CTp. 
112. ) 
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